
令
和
３
年
度
地
方
創
生
実
践
塾

島
根
県

海
士
町

８月27日㊎
１８：００開講

8月29日㊐
１４：００閉講

会場 隠岐開発総合センター (海士町大字海士1490)
共催 海士町
後援（予定）内閣府 総務省 島根県

※開催延期に伴い日程を変更しています

問い合わせ
一般財団法人 地域活性化センター 地域創生グループ
〒１０３－００２７ 東京都中央区日本橋2-3-4 日本橋プラザビル13階 ☎03-5202-6136 ✉chiiki@jcrd.jp

好評につき、センター史上初となる4回目の地方創生実践塾の開催

定員

10名

～

■海士町人づくり特命担当課長

濱中香理 氏

■海士町長

大江和彦 氏

■東京大学社会科学研究所 准教授

中村寛樹 氏



≪申し込み方法≫
QRコードや https://www.jcrd.jp/event/chihousousei/2021/0215_2230/index.html
より申込フォームへ進み、必要事項をご入力の上、ご送信ください。
※定員に達している場合はキャンセル待ちとなります。

お申し込みにあたって

■受講申込にあたり賛助会員になっていただきます。実践塾の受講は、地域活性化センターの個人賛助会員に対するサービスの
一環であり、実践塾の受講のほか、機関紙配布やメルマガ配信等のサービスがあります。
■ 賛助会費は地方創生実践塾地方版L会員10,000円、地方LS会員(学生)  5,000円です。
≪詳しくはこちら≫ https://www.jcrd.jp/member/about/

■申込された方へ宿泊についてのご案内をお送りします。開催地までの往復交通費・宿泊費・飲食代等は別途ご負担く ださい。
■お知らせいただいた個人情報は、当センターからの事務連絡および各事業のご案内等に利用させていただく場合があります。
■開催日の3日前以降にキャンセルされた場合、賛助会費は返金できません。
※万全の感染防止対策のもと実施しますが、風邪の症状がある方は参加をご遠慮いただきます。
※当日2週間前からの健康チェックにご協力をお願いします。

■８月２７日（金）17:30集合

・開講式

・交流会

■８月２８日（土）9:00開始 18:00交流会

・講義「意思ある未来に向かって ないものはない離島からの挑戦」

講師 大江 和彦 氏、 濱中 香理 氏

・講義「地域づくりにおける『小ネタ』の役割」

講師 中村 寛樹 氏

・フィールドワーク～海士町の小ネタに出会う旅～ ※調整中

・交流会

■８月２９日（日）9:00開始 14:00終了

・グループワーク等 ※調整中

・閉講式

講師プロフィール

濱中 香理 氏 （主任講師／海士町人づくり特命担当課長）

地域振興課（現在の地産地商課）で水産業務を3年間担当した後、平成17年からはCASと呼ばれる鮮度を保持する冷凍方法
の事業立ち上げに従事。第三セクター(株)ふるさと海士の社員や地元の漁業者などと共に、商品開発や販路開拓など10年間
に携わる。現在は島根県立隠岐島前高校魅力化プロジェクト及び地方創生戦略プロジェクトを担当。

大江 和彦 氏 （特別講師／海士町長）

平成30年、町長に初当選。前町長の山内道雄氏の熱い想いを引き継ぎ、これまでの町政方針である「自立・挑戦・交流」を踏
襲しつつ、海士に根付いた伝統文化や暮らし、絆を大切にした「継承・団結」の想いを加え、『心ひとつに！みんなで“しゃばる”
島づくり』をスローガンにみんなで引っ張る島づくりに奮戦中。

海士町は毎月視察ツアーを行っています。海士町の挑戦事例が主に学べます。
≪詳しくはこちら≫ http://www.town.ama.shimane.jp/contact/post-2.html

中村 寛樹 氏 （特別講師／東京大学社会科学研究所 准教授）

東京工業大学大学院修了（博士（工学））。中央大学商学部准教授などを経て、現職。専門は、社会システム工学。近著に、『新
国富論‐新たな経済指標で地方創生』岩波書店、『持続可能なまちづくり‐データでみる豊かさ』中央経済社、『はじめてのアン
トレプレナーシップ論』中央経済社等がある。

キンニャモニャセンター（海士町大字福井1365-5）
＊菱浦港すぐ

スケジュール（仮）

ご案内

※調整中
※内容は変更・中止の可能性があります。


